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【学習計画】
単元 学習の目標（評価の観点：評価方法）
オリエンテーション １年間の流れについて理解をする。
第７章　衣生活をつくる 布地の裁断、印付け(出来上がり線の記入)をする。
２　被服を入手する 並縫い・玉結びの特徴を理解し、技能を習得する。
４　被服を作る 三つ折りの特徴を理解し、技能を習得する。

基礎縫いティッシュケースの作成 まつり縫いの特徴を理解し、技能を習得する。
４　被服を作る 千鳥がけの特徴を理解し、技能を習得する。

スナップボタン付け・玉止めの特徴を理解し、技能を習得する。
四つ穴ボタン付け・玉止めの特徴を理解し、技能を習得する。

４　被服を作る 本返し縫い・玉止めの特徴を理解し、技能を習得する。
半返し縫い・玉止めの特徴を理解し、技能を習得する。

１　被服の役割を考える 日本の民族衣装としての和服の特徴を理解する。【きもの授業】
５　衣生活の文化と知恵 日本の民族衣装としての和服の着装技能を習得する。【きもの授業】
３　被服を管理する 仕上げの特徴を理解し、技能を習得する。
第１章　生涯を見通す
１　人生を展望する 各ライフステージの特徴や青年期の課題について理解する。

① ② ③ ① ② ③

２　目標を持って生きる
第２章　人生をつくる
１　人生をつくる　 意思決定の重要性について理解する。

家族・家庭の機能と家族関係について理解する。
２　家族・家庭を見つめる 家族・家庭と法律について理解する。
３　これからの家庭生活と社会 男女平等と協力について理解する。

課題解決能力

コミュニケーション能力

行動力

自己肯定感

判断力

創造力

共感力

論理的思考力

考察力

洞察力

自己実現力

観点 観点

7

実際評価

6

5

・定期考査 ・定期考査 ・行動観察、授業への取り組み
・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・ワークシート（授業プリント、復習プリント）

家族・家庭の機能と家族関係、家
族・家庭と法律について理解している
とともに、家族・家庭の意義・社会環
境の変化や課題について理解を深め
ている。

自己の意思決定に基づき、責任をもっ
て行動することや、男女が協力するこ
との重要性について考察し、論理的
に表現するなどして、課題を解決する
力を身に付けている。

様々な人々と協力し、よりよい社会の
構築に向けて、課題の解決に主体的
に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、自分や家庭の生活の充実向上を
図るために実践しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

4

月

・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・ワークシート（授業プリント、復習プリント）

自己評価
★単元ごとの評価規準 ★7月上旬～9月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

・定期考査 ・定期考査 ・行動観察、授業への取り組み

・製作物 ・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・製作物

基礎縫いの手順や和服の着装手順
について、体系的に理解し、被服材
料や被服管理については科学的に理
解し、衣生活の自立に必要な技能を
身に付けている。

日本の伝統文化である基礎縫いや
和服の特徴・着装という衣文化の継
承・創造や、被服材料の選択や被服
管理について考察し、論理的に表現
している。

基礎縫いの製作や和服の着装、被
服材料の選択や被服管理に主体的
に関わり、自分や家庭の生活の充実
向上を図るために実践しようとしてい
る。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

学習の到達目標

・人の一生と家族･家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに、
　それらに係る技能を体験的・総合的に身につけるようにする。

・家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを科学的な
　根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

・様々な人々と協同し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の
　充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

★評価規準 Ａ：十分満足できる Ｂ：概ね満足できる（基準） Ｃ：努力を要する

基盤的学力

表現力

協働力

育成を目指す
資質・能力

使用教科書 家庭基礎　自立・共生・創造 副教材

★単元ごとの評価規準 ★４月～6月下旬までの学習内容

傾聴力

情報活用能力

継続力

復元力（折れない心）

★シラバス(学習の手引き)★ 5 年度版
Ａｂａｓｈｉｒｉ　Ｋｅｉｙｏ　ＨＩｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ

教科 家庭
学科 普通科

学年 2

　　なし

学校教育目標 高い志を立て、自己を練磨し、社会に貢献する人間の育成（立志・練磨）

年
必履修科目

科目 家庭基礎 単位数 2 単位

基礎的読解力

自己管理能力



第9章　経済生活を営む
１　情報の収集・比較と意思決定 消費生活の現状と課題について理解する。
２　購入・支払のルールと方法 契約の重要性と意思決定について理解する。

多様化する支払方法について理解する。
クレジットカードの種類とリボルビング払いについて理解する。

４　生涯の経済生活を見通す 経済的に自立するために必要な能力について理解をする。
５　家計をマネジメントする 家計資産の形成について理解を深める。【外部講師活用】
６　これからの経済生活 家計資産の形成について理解を深める。【外部講師活用】
前期末考査振り返り
前期末考査振り返り
第3章　子どもとともに育つ
１　命を育む　 胎児の発育と母体の変化について理解を深める。

① ② ③ ① ② ③

２　子どもの育つ力を知る 子どもの発達過程における特徴について理解を深める。
乳幼児期の発達の目安について理解を深める。
子どもの心の発達について理解を深める。
子どもと遊びについて理解を深める。

３　子どもと関わる 基本的生活習慣の発達の目安について理解を深める。
５　これからの保育環境 家庭保育と集団保育の特徴について理解する。
４　子どもとのふれあいから学ぶ 現代の子育て環境の課題について理解する。
後期中間考査
後期中間考査振り返り
第6章　食生活をつくる
１　食生活の課題について考える 食生活の課題や意義、食生活を取り巻く環境の変化を理解する。
２　食事と栄養･食品 栄養素の種類と機能や食品の栄養的特質や調理性について理解する。
３　食生活の選択と安全 食中毒や食物アレルギーに関する知識を身に付ける。
５　調理の基礎 調理実習①
４　生涯の健康を見通した食事計画 各ライフステージの食生活の特徴や課題を理解する。
５　調理の基礎 調理実習②
６　食生活の文化と知恵 郷土食・行事食を継承・創造するために、日本の食文化の特徴を理解する。
７　これからの食生活

５　調理の基礎 調理実習③

第4章　超高齢社会を共に生きる
１　超高齢･大衆長寿社会の到来 超高齢社会の背景を理解する。

学年末考査
学年末考査振り返り
２　高齢者の心身の特徴 加齢に伴う心身の変化や高齢者の生き方や尊厳について理解を深める。
３　これからの超高齢社会 自分自身の高齢期をよりよく生きられるようにする方法を理解する。

1年間のまとめ 1年間の振り返りをする。

◎前期振り返り ◎後期振り返り ▶備考

観点

自己評価 実際評価

観点

② ③①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 ① ② ③ ①
★最終評価総括（自己評価／実際評価） 自己評価総括 実際評価総括

・定期考査 ・定期考査 ・行動観察、授業への取り組み
・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・ワークシート（授業プリント、復習プリント） ・ワークシート（授業プリント、復習プリント）

3

2

1

12

11

10

乳幼児期の心身の発達や高齢期の
心身の特徴について理解を深め、子
どもの発達や高齢者の心身の状況に
応じて適切に関わる技能を身に付けて
いる。

子どもの発達や高齢者の心身の状況
に応じた適切な関わり方について問題
を見いだして課題を設定・考察し、論
理的に表現するなどして、課題を解決
する力を身に付けている。

様々な人々と協力し、よりよい社会の
構築に向けて、課題の解決に主体的
に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、自分や家庭の生活の充実向上を
図るために実践しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

★単元ごとの評価規準 ★10月上旬～3月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

9

8


